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3 月 14 日・15 日に第 1 戦が開催されて以来、新型コロナウイルス感染拡大の影響で

中止が続いていた鈴鹿クラブマンレースだったが、7 月 25 日・26 日の第 4 戦でシー

ズンが再スタートした。2017 年の岡山シリーズチャンピオンで、開幕戦でポールトゥ

ウィンを決めた岡本大地選手を始め、シーズン再開を待ちわびた 27 名のドライバー

が参戦してきた。 

 

≪予選≫ 

25 日午後に行われた予選は路面がやや濡れた状態でスタートした。しかし小雨が降

っており、路面状況の回復は見込めない。タイヤをスリックにするかレインにするか

判断が難しいところだったが、多くのドライバーがスリックタイヤを選択してコース

インしていった。 

アタック 1周目、まずタイムを出してきたのはスリックタイヤを選択した元嶋成弥選

手で 2分 28 秒 570。しかし直後に板倉愼也選手がレインタイヤで 2分 27 秒 041 を叩

き出し逆転トップに立った。スリック勢は 1周のタイムアタックを終えると次々にピ

ットインしてレインタイヤに交換。その直後のラップで今回がデビューレースの宮下

源都選手が 2分 28 秒 870 を記録して 3番手に浮上してきた。 



残り 5分の時点で板倉選手、元嶋選手、宮下選手のトップ 3に続いたのは前戦優勝の

岡本大地選手。以下、5 番手に宇高希選手、6 番手に鶴田哲平選手と続いた。セッシ

ョン序盤に比べ明らかに路面状況が悪化しており、これ以上のタイムアップは望めな

いかと思われたが、終了直前に上野大哲選手、松澤亮佑選手が鶴田選手を抜いて 6番

手、7番手に浮上。これで公式予選は終了した。 

 

■予選トップ 3ドライバーコメント 

ポールポジション 板倉愼也選手（AMORE TOKYO☆表参道☆KKSⅡ） 

「最初からレインタイヤで行き

ました。状況は西コースが濡れ

ていて東コースはほぼドライ。

あとはタイムが下がっていくだ

けだと思ったので、最初のアタ

ックラップでタイムを出しまし

た。スーパーFJ で初のポールポ

ジションで嬉しいのですが、レ

ースは簡単には行かないと思っ

ています。可もなく不可もなく、

やれる範囲で戦いたいと思います。」 

 

予選 2位 元嶋成弥選手（MYST.NAVY AUTO.制動屋.KKS2） 

「スリックタイヤで出て行き、計測最初の

ラップでタイムを出しました。雨が強くな

りかけていたので、このラップしかないと

思い、精一杯走りました。レインに変えて

からは雨が強くなり、タイムアップは出来

ていません。悪くないポジションなので、

決勝レースは優勝を目指して走ります。」 

 

 

予選 3位 宮下源都選手（KKS-Ⅱ・制動屋・MYST） 

「今年から練習を初めて、今回が初めての

レースです。速さはあると思っていたの

で、ポールポジションを取れなくて悔しい

です。スリックで出てタイムが出せず、レ

インに替えて最初のラップでタイムを記

録しました。カート時代から雨は得意なの

で、決勝はいいレースができると思いま

す。」 

 

 



 

≪決勝≫ 

26 日の決勝レース（10 周 or 30 分）は完全なウエットコンディションとなった。コ

ースインする際に早川和樹選手のマシンにトラブルが発生。ピットに押し戻され、グ

リッドには１台減の 26 台のマシンが並んだ。 

 

13 時 20 分、決勝レースはセフティーカー先導でスタート。1 周でセフティーカーは

ピットに戻り、2周目からバトルがスタートした。 

 

ポールポジション

の板倉選手は順位

を守ったように見

えたが、2 コーナー

で元嶋選手がトッ

プに浮上。板倉選手

は徐々に順位を下

げ、1 周で 4 位まで

落とした。この時点

でトップは元嶋選

手、2位は宮下選手、

3 位は岡本選手で約

1 秒ずつの差。しかし 2 位宮下選手にはピットロードの速度違反でピットスルーペナ

ルティーが出されており岡本選手が実質上 2位。この 5秒後方では板倉選手を先頭に

7 台での 4 位争いが繰り広げられていた。ここで素晴らしい走りをみせたのは八巻渉

選手。11 番手スタートからセフティーカーラン明けの 1周で 8位まで浮上し、3周目

には一気に 4台抜いて 4位に浮上してきたのだ。 

 



4 周目に 130R で 2 台が絡む

アクシデントが発生し、5周

目からセフティーカーラン

となった。すぐにマシンの回

収は完了し、7周目からレー

スはリスタート。 

岡本選手は、ペナルティを消

化せず走り続ける宮下選手

をリスタート直後の 2 コー

ナーでパスし、見た目も 2位

に浮上してトップの元嶋選手を追った。ミッションにトラブルを抱えていた元嶋選手

は 8周目の 2コーナーでシフトがニュートラルになってしまい、痛恨のスピン。これ

で岡本選手がトップに浮上した。元嶋選手はすぐにコースに復帰したが 5秒以上の差

が開いており万事休す。岡本選手が開幕 2連勝を飾った。 

 

トラブルを抱えながらも最後まで走りきった元嶋選手が 2 位。予選 11 番手から雨の

中で素晴らしい追い上げをみせた八巻選手が 3位でフィニッシュした。 

 

■決勝レース トップ 3コメント 

優勝 岡本大地選手（FTK・レヴレーシング） 

「スタートして思っていた以上に前が見え

なかった。こんなにヘビーウェットは経験が

なかったので、ライン上にとどまるのが精一

杯といった状況でした。前のマシンにペナル

ティが出ているのは知っていたけど気づい

てなさそうだったので、相手が少し膨らんだ

隙きをついて前に出ました。その後のトップ

争いはどっこいのタイムで走っていたけど、

多分何かトラブルを抱えていたのかな？元嶋さんがありえない動きからスピンした

ので、前に出ることができました。ノーミスでレースをできたのが良かった。チャン

ピオン取らないとダメなので、このあとも頑張ります。」 

 

2 位 元嶋成弥選手（MYST.NAVY AUTO.制動屋.KKS2） 

「昨日からミッションのトラブル抱えてて、

直したけど他のところが壊れちゃって、うま

くシフトダウンできずに 2 コーナーでスピン

しちゃって・・・。マシンのセッティングも完

璧、僕もいいペースで落ち着いて走れていた

だけに、とても残念です。次までにはしっかり

直して、リベンジします。」 

 



3 位 八巻渉選手（日本自動車短期大学 MSE 学科 07J） 

「前が数珠つなぎになっていたのですが、一

気に 4 位まで上がった直後にセフティーカー

が入ってくれたので助かりました。トップ3台

は追いつけないと思っていたけど、1台ペナル

ティ受けたので、3 位が転がり込んできまし

た。4位争いのバトルの時は前が全然見えなか

ったので、自分はなんとか隙きを見て抜ける

時に抜いていったけど、『後ろから当たるな

よ！当たるなよ！』とヒヤヒヤしていました。

表彰台に立てると全く思っていなかったので、嬉しいです。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 


